
20
2014 10-11月号

21
2014 10-11月号

＊１  例えば ADVANCED PLACEMENTなど。

　● 特集　「学力」から「期待と意欲」へ

　ダビンチ入試は、教科別試験は課さ

ず、２段階の選考（スクーリング）を行

う。第１次選考では京都工芸繊維大学で

学ぶ準備ができているかを、第２次選考

では各課程で学ぶ力があるかをみる＊2。

　第１次選考は、講義とレポート、文章

課題とレポートという２段階で行われ

る。レポートを通して基礎学力を確認

し、文章の読解力や表現力を測定するほ

か、受講時の理解・応用力なども評価す

る。その結果と提出書類の内容を総合し

て選抜する。

　課程ごとに実施する第２次選考では、

講義や実験など、各課程で行われている

学びの一端を切り取った形でのスクーリ

ングを行い、レポート、プレゼンテー

ション、グループディスカッション、面

接などを行う（図表）。各課程が求める

人材か、学習のしかたに耐えられるかを

考察することにより、その課程での学習

効果が十分に期待できるかを判断する。

　ダビンチ入試の合格者には、入学まで

の期間も学習習慣を維持できるよう、主

体的な学習者を育成するための入学前教

育を実施している。

　12月初旬の合格発表後にオリエン

テーションを行い、通信添削や学習相談

会がスタートする。通信添削は、英語、

学ぶ準備ができているか、多面的に評価
——京都工芸繊維大学のダビンチ入試

＊2  京都工芸繊維大学の学生募集は、学部・学科単位ではなく課程単位で実施されている。
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１
日
目

課題＆プレゼン
「３種類の色を用いることでより役に立つモノのアイデアを考
え、文章、絵、図表等を用いて提案する」という課題の下で資
料を作成し、受験者全員の前でプレゼン、質疑応答

２
日
目

グループ
ディスカッション

「景観」について京都やヨーロッパの事例を含めた講義の受講後、
「京都の景観のあるべき姿」について、グループディスカッショ
ンし、結果を口頭で発表

面接 志望理由、勉学の方向性、学習意欲や将来の展望について質問

数学、物理、文章表現について、各教科

３回全12回の課題を提出させる。テキ

ストは大学での学びに必要な内容を盛り

込んだオリジナル教材で、１日１時間程

度の勉強が前提だ。

　「入学後の成績は、出身高校の偏差値

や合格直後のプレースメントテストの成

績より、入学前教育の課題の提出率と一

番強い相関関係を示している。課題提出

率は、ここ数年ほぼ100％だ」（山本

准教授）。

　学習相談会は３回実施する。自学自習

がメーンだが、ミニ講義や学生チュー

ター等のオプションもある。2013年度

は合格者59人中、１回目54人、２回目

55人、３回目47人が参加、京都以外か

らの参加者も多い。

　入学予定者に送るメールマガジンに

は、通信添削のヒントのほか、先輩学生

からのメッセージなど、高校生から大学

生への転換を促す内容を盛り込み、大学

への帰属意識の醸成や、自主的に学習す

る姿勢の維持・向上に力を注ぐ。

れが自分にどのような変化をもたらし
たか、そういうストーリーを持っている
生徒が、大学教育で向上できる。
　ダビンチ入試による入学者には、任
意で入学前教育を課している。その効
果もあると思われ、中退率が低く、成
績もトップ層を形成する場合がある。
また、学生フォーミュラなどのプロジェ
クトリーダーを務める学生も多い。
　ダビンチ入試がめざすのは、「受け

てよかった入試」である。試験後に行
う調査では、「模擬講義が体験入学
のようで楽しく、同じ志を持つ人と話
すうちに、この大学への気持ちが強く
なった」など、進学意欲の高まりを示
す感想が多く寄せられる。この入試で
不合格になっても、一般入試を受け直
したり、次年度に再挑戦したりする受
験生も少なくない。リベンジ組が多い
のも、この入試の特長だ。

　大学に来て学びたいと思えるような
講義を行い、課題では、スティーブ・
ジョブズ氏のスピーチのように学ぶ意
欲や目的意識を高めるメッセージに触
れさせるなど、この入試自体を１つの
教育プログラムと位置付けている。も
し不合格になっても、他大学に進学し
ても、この入試を経験したことによっ
て、大学生マインドが育成される、そん
な教育的な機能をめざしている。（談）

　高校と大学の学びは異質なものであ
る。高校までは、系統的学習を通して
知識を得て、正解ありきの状況下で解
答する。一方、大学では、知識を融合
的に用いて、正解のない現実的な状況
下で最適解を導く能力の育成に力が注
がれる。高校と大学のこうした違いを
学習者がきちんと認識し、学びに対す
る姿勢を自ら変えることが期待される
が、現在の日本では大学教育を高校の
延長のように捉えている学生が多い。
　国内外の高大接続モデルには、次の
ようなものがある。第１モデルは従来
の教科型入試で、選抜するモデルであ
る。第２モデルは、大学が高校で基礎
的な大学レベルの教育を実施し、大学
の単位を与えるシステムである＊1。 第
３モデルは、関係教育組織でリメディ
アル教育を実施し、所定の単位を修得

した者を大学に移行入学させるシステ
ムである。第４モデルとして、大学の
教育成果重視の接続モデルがある。博
士の学位取得要件から逆算して学士
課程への入学要件を定め、それを満た
せば大学教育を受ける準備があるとし
て、入学を認める制度だ。本学ではこ
の第４モデルを参考に、大学で学ぶマ
インドがセットされているかを問うダ
ビンチ入試を実施している。

　本学で行っている入学前から入学後
にかけての学習パフォーマンスの追跡
調査では、選抜方法によらず入学直後
から学業不振者が確認され、この時点
の「学習のつまずき」がその後もずっと
尾を引くことが判明している。これは、
学生の学習観が高校生のそれから脱却
しないため、能動的な学習態度や意欲

に結びつかないためだと考えられる。
　そこで本学では、大学教育を受ける
準備が高校生活の中で培われたかを
問うダビンチ入試を2002年度から導入
し、効果を上げている。この入試では、
教科別試験は行わず、調査書などの
提出書類と、本学での授業を模した講
義を受けるなど２回のスクーリングの
結果を総合し、能力や適性などを多面
的に評価する。「高校で成果を上げた
生徒は、大学入学後も成果が期待でき
る」という方向性で選抜を行っている。
　この選抜では在学中に取った資格や
特別な活動の結果が合否に関係すると
よくいわれるが、そういうスペックだけ
では決して評価をしない。高校生なの
で、SSH指定校で学んでいるなど、ほと
んどが与えられた環境下での成果だか
らだ。結果ではなく、そのプロセスや問
題意識、解決のしかたなどの文脈を注
視し、入学後もそれが期待できるかを
評価する。結果に至る模索の中で、そ

大学の学びの姿勢に
変えられない学生

資格などのスペックより
姿勢や創意性を重視

受験生の成長を促すAO入試が
高大の教育接続の機能を発揮

京都工芸繊維大学は、教科別試験を課さないＡＯ入試「ダビンチ入試」を
実施している。受験までの状況の把握とスクーリングを通して
基礎学力を含む能力や適性を多面的に評価するこの入試は、
大学での学びのビジョンを明確にする教育プログラムとしても機能しているという。
高大接続に対する考えと、特色あるＡＯ入試の概要について山本准教授に聞いた。
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